
男女共同参画information
【問い合わせ・申し込み】
あいセンター

TEL・FAX 42-2030

６月の予定

１日（日）あいセンター無料開放日（要予約）

４日（水）女性相談（要予約）

６日（金）京都ひとり親家庭自立支援センター

巡回相談（要予約）

１５日（日）あいセンター無料開放日（要予約）

１８日（水）女性相談（要予約）

２８日（土）男女共同参画週間企画「映画上映会」

７月の予定

２日（水）女性相談（要予約）

４日（金）京都ひとり親家庭自立支援センター

巡回相談（要予約）

６日（日）あいセンター無料開放日（要予約）

１２日（土）あいアカデミー第１講座

１６日（水）女性相談（要予約）

２０日（日）あいセンター無料開放日（要予約）

２６日（土）水無月まつり無料開放日

８月の予定

１日（金）京都ひとり親家庭自立支援センター

巡回相談（要予約）

２日（土）地域女性活躍講演会

３日（日）あいセンター無料開放日（要予約）

６日（水）女性相談（要予約）

１７日（日）あいセンター無料開放日（要予約）

２０日（水）女性相談（要予約）

２１日（木）あいアカデミー特別講座①

２８日（木）あいアカデミー特別講座②

２９日（金）あいアカデミー特別講座③

「プライド月間」をご存知ですか？

※京都ひとり親家庭北部自立支援センター
予約電話：0773-23-2771

企業ができること

就職・就労における困難や影響
・就活面接でトランスジェンダーであると伝えたら「帰れ」

と言われた。他の企業でも「戸籍を変えてから来い」と言わ

れた。

・職場で上司にアウティングされ、社内のハラスメント相談

窓口に相談しても取り合ってもらえず、うつになり退職した。

・仕事で実績を出していたにもかかわらず、トランスジェン

ダーであることを理由に仕事を外され転職を余儀なくされた。

毎年６月23日～29日は
です

LGBTQ＋を理由に受けたハラスメントや困難が

生活困窮や精神障害に繫がってしまう

１、方針の策定

「性的指向や性自認にかかわらず、多様な人材が活躍で

きる職場環境を作る」という方針を明確に打ち出すことで、

当事者を含め従業員は企業の姿勢を信頼することができる。

２、支援体制の整備

窓口相談員や人事担当者への研修等を通じ、理解を深め

安全に相談できる体制を構築する。

３、社員の理解促進

LGBTQ研修の実施や、社内報等でLGBTQに関する情報を

掲載し、啓発を行う。

４、面接官の理解促進

事前にLGBTQの研修等を行い、面接でなにがハラスメン

トになりうるか周知をする。

あなたができること

アライ（理解者・支援者）が身近にいる
ことが、働きやすさにつながります。

・男性/女性、誰もが結婚や子育てをすることを前提としない。

・LGBTQのニュースや話題について肯定的に話す。

・話を打ち明けられたときに否定しない、本人の同意なしに

第三者に公表（アウティング）しない。

「プライド月間」とは、LGBTQ+のコミュニティを祝福し、

差別や偏見のない、公正で平等な社会を目指すために設け

られたと言われており、日本だけでなく、世界各地で

LGBTQ+の権利を啓発する活動・イベントが実施されます。

1969年６月28日にニューヨークで起こった「ストーン

ウォールの反乱」がLGBTQ+の人々の権利を求める運動の

きっかけとなり、6月がプライド月間として知られるよう

になりました。


